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1．はじめに 

熱帯域郊外において、人工湿地法は有望な水再利用技術のひとつである 1)。水再利用にあたって従来の水質

項目のみならず、微量有害物質への対処が重要になってくる。しかし、従来の人工湿地では除去が完全になさ

れない微量有害物質が存在することから 2)、人工湿地の除去性能の向上が望まれる。そこで、植物体内の過酸

化水素を用いてフェントン反応を起こし、難分解性物質を除去する新たな植生浄化技術（バイオフェントン法）

の確立をめざす。本研究ではバイオフェントン法における鉄供給プロセスに着目し、実験的検討を行った。こ

こで求められる鉄イオン濃度は、植物の生育が抑制されず、かつフェントン反応が進行する鉄イオン濃度であ

り、その濃度は数 mg/L 程度とする。 

2．実験方法 

いくつかの材料で 0 価鉄粒子（直径＝1mm）をコーティングしたフェントンボールを作製し、200ml のイオ

ン交換水に浸漬させ、これを系１～７とした。また、この溶液の全鉄イオン濃度、pH を測定した。系２、系

４、系６では初期 pH を 2.5 に調整している。 

系 1、系 2 砕いたレンガとコンクリートによるフェントンボール（図 1） ボールの型枠にはピンポン玉（直径 40 mm）

を用いた。ピンポン球上部に直径 1.5cm程度の穴をあけ、レンガを砕いて作った骨材、鉄粒子 5.0g、セメン

ト 20g、水 8.0gを入れる。10分程度乾燥させたのち、脱型して完全に乾くまで一日程度置く。 

系 3、系 4 石膏によるフェントンボール（図 2） 上部に直径 1.5cm程度の穴をあけたピンポン球に鉄粒子 100gを

入れる。そこに 1:1の割合で水と混ぜ合わせた石膏を注ぎ、10分程度乾燥させた後、脱型して完全に乾かす。 

系 5、系 6 赤土と荒木田土によるフェントンボール（図 3） 赤土、荒木田土、水、鉄粒子それぞれ 30g、30g、7.5g、

5.0gを混ぜ丸めて直径 40mm程度の球体とする。 

系 7 コンクリートと泥炭によるフェントンボール １．と同様に、ピンポン玉の上部に直径 1.5 cm程度の穴をあけ、

コンクリート、泥炭、鉄粒子を流し入れる。10分程度乾燥させたら脱型し、完全に乾くまで一日程度置く。 

   
図 1 レンガとコンクリート 図 2 石膏 図 3 赤土と荒木田土 

3．実験結果及び考察 

全鉄イオン濃度  実験開始時および系１～７における 3 週間後の溶液の全鉄イオン濃度を図 4 に示す。図 4

より、コンクリートでコーティングしたフェントンボールを用いた系（系１、２、７）では鉄イオンの溶出が

ほとんど見られなかったのに対し、石膏や土でコーティングしたフェントンボールを用いた系（系３、４、５、

６）では鉄イオンが 0.2～0.5mg/L 程度溶出した。しかし、土を用いたフェントンボール（系５、６）は実験

の初期段階でボールが崩れてしまったためさらなる改良の余地があると考えられる。 
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図 4 実験開始時と 3 週間後の溶液の全鉄イオン濃度 

 

ｐＨ  3 週間後における溶液の pH を図 5 に示す。コンクリートを用いたフェントンボールの系（系１、２、

７）では、pH が上昇してしまった。これはセメントに含まれるアルカリ成分が原因と考えられる。このため、

コンクリートを用いたフェントンボールの系では、鉄イオンが溶出しなかった。しかし、その他の系では pH

は 5.0～7.0 程度であったため、コーティングにおいて有用な材料であると言える。 
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図 5 3 週間後の溶液の pH 

4． まとめ 

 いくつかのフェントンボールから鉄イオンの溶出を確認した。さらに、土および石膏を用いたフェントンボ

ールは、中性付近の pH を保ち、鉄の溶出が比較的多いことがわかった。しかし、目的とする数 mg/L 程度の

鉄イオンの安定供給には至らなかった。引き続き安定的かつ長期的な鉄供給法を検討する必要がある。今後は、

より多孔質なフェントンボールの作製や第一酸化鉄を用いたフェントンボールについて検討する予定である。 
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